
26S601 担当形態

開講学期 2

教科書
[書名／著者
名／出版社]

栄養士のための栄養指導論　第9版／芦川修貮／学建書院

受講生への
メッセージ

栄養に関する知識を持っていても、それを相手に効果的に伝え、行動を望ましい方向へ導くことが
できなければ、栄養士としての役割を十分に果たすことはできません。本授業では、栄養指導に必
要な基礎知識の修得や、実践的な指導方法について学びます。現場で即戦力となるスキルを身につ
けるため、積極的に授業に参加してください。疑問点があれば遠慮せずに担当教員に質問し、理解
を深めましょう。頑張ってください。

参考書
[書名／著者
名／出版社]

なし

第8回 栄養指導に関する主な指標②　「国民健康栄養調査」後半部分
教科書の「国民健康栄養調査」の部分をあらか
じめ読み、予習を行っておくこと。

事前・事後
学修時間

(分／授業1回）
180分／授業1回

教科書の「栄養指導で用いる教材・媒体」の
部分をあらかじめ読み、予習を行っておくこ
と。

第7回 栄養指導に関する主な指標①　「国民健康栄養調査」前半部分
教科書の「国民健康栄養調査」の部分をあらか
じめ読み、予習を行っておくこと。

第15回 栄養指導関連の諸施策①　「日本人の食事摂取基準」
教科書の「日本人の食事摂取基準」の部分を
予め読み、予習を行っておくこと。

第6回 栄養指導に関する主な法令③　「食育基本法」
教科書の「食育基本法」の部分をあらかじめ読
み、予習を行っておくこと。

第14回 栄養指導に必要な基礎知識④　「栄養指導で用いる教材・媒体」

教科書の「栄養指導の基礎知識としての理
論・モデル」の部分を予め読み、予習を行っ
ておくこと。

第5回 栄養指導に関する主な法令②　「健康増進法」
教科書の「健康増進法」の部分をあらかじめ読
み、予習を行っておくこと。

第13回 栄養指導に必要な基礎知識③　「栄養指導とカウンセリング」
教科書の「栄養指導とカウンセリング」の部
分をあらかじめ読み予習を行っておくこと。

第4回 栄養指導に関する主な法令①　「栄養士法」
教科書の「栄養士法」の部分をあらかじめ読
み、予習を行っておくこと。

第12回
栄養指導に必要な基礎知識②　「栄養指導の基礎知識としての理
論・モデル」後半部分

教科書の「栄養調査」の部分をあらかじめ読
み、予習を行っておくこと。

第3回 栄養指導の歴史と現状②
教科書の「栄養指導の歴史と現状」の部分をあ
らかじめ読み、予習を行っておくこと。

第11回
栄養指導に必要な基礎知識①　「栄養指導の基礎知識としての理
論・モデル」前半部分

教科書の「栄養指導の基礎知識としての理
論・モデル」の部分を予め読み、予習を行っ
ておくこと。

第2回 栄養指導の歴史と現状①
教科書の「栄養指導の歴史と現状」の部分をあ
らかじめ読み、予習を行っておくこと。

第10回 栄養状態の評価と栄養調査②　「栄養調査」

事前・事後学修

第1回 栄養指導の概念
シラバスを読み科目の概要を確認しておくこ
と。また教科書の「栄養指導の概念」の部分を
予習しておく。

第9回 栄養状態の評価と栄養調査①　「栄養状態の評価」
教科書の「栄養状態の評価」の部分をあらか
じめ読み、予習を行っておくこと。

回数 授業計画 事前・事後学修 回数 授業計画

授業の主題 学生が栄養指導に必要な理論や技術、および基本的知識を修得することを目的とする。
課題等への対応

(フィードバックの方法等)

課題の提出はありませんが、オフィスアワー等の時間に授業内容に関する質問に対応します。
定期試験で成績不良となった学生には、追再試期間中に別途時間を設けて、解説や質問の受付など
を行い、理解を深める支援を行います。

授業の方法 講義形式
アクティブ・ラーニングの

実施方法
授業内に過去の栄養士実力認定試験の問題を解き、解答の発表や検討をを行います。

科目区分

実務の経験を有する教員担当科目
実務の経験内容及び

科目との関連

科目に含める
ことが必要な

事項

授業形態 講義 履修条件
教育職員免許法
施行規則に
定める

科目区分等

担当者 古賀　克彦 単独

対象学科・
コース

生活創造学科　栄養士
コース

配当年次 1年次 春学期 単位数
必修・選択

の別
必修 免許・資格要件 栄養士必修

科目区分 専門教育科目 授業科目名 栄養指導論Ⅰ 科目コード



定
期
試
験

臨
時
試
験

提
出
物

発
表
内
容

受
講
態
度

実
習
評
価

レベル１

（Ｆ：59%以下）

①
学習
意欲

②
規律性

③
知識

70 70

栄養教育及び栄養指導
に関する知識は不十分
であり、他者に説明で
きない。

④
技能

⑤
情報
活用
能力

⑥
課題
解決力

30 30

栄養教育及び栄養指導
の問題に関する理解が
不十分であり、他者に
説明することが出来な
い。

⑦
言語
活用
能力

⑧
コミュ
ニケー
ション
力

⑨
主体性

⑩
協働性

100 100合計

実
践

行
動
・
応
用

栄養教育及び栄養指導
における問題を理解
し、他者に説明でき
る。

栄養教育及び栄養指導に
おける問題をあるていど
理解し、他者に説明でき
る。

表
現

栄養教育及び栄養指導
における問題を理解
し、その解決方法を他
者に提案できる。

問題発見力、思考力 筆記試験（記述問題）

栄養教育及び栄養指導に
おける問題を理解し、そ
の解決方法を他者に提案
できる。

栄養教育及び栄養指導
における問題を理解
し、その解決方法をあ
る程度他者に提案でき
る。

栄養教育及び栄養指導
に関する知識を有して
おり、他者に説明でき
る。

栄養教育及び栄養指導に
関する知識をある程度有
しており、他者に説明で
きる。

卒
業
認
定
・
学
位
授
与
の
方
針
（

デ
ィ

プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
）

尽
心

態
度
・
志
向

創
造

知
識
・
技
能

栄養教育及び栄養指導
に関する知識を十分に
有し、他者に説明でき
る。

専門的知識

思
考
・
判
断

筆記試験

栄養教育及び栄養指導に
関する知識を十分に有し
ており、他者に説明でき
る。

栄養教育及び栄養指導
に関する知識を十分に
有しており、他者にあ
る程度説明できる。

評価基準

学
修
成
果
の
大
分
類

学修成
果の
中分類
[10の
力]

学
修
成
果
の

配
点
比
率

(

%

)

評価方法の配点比率（％） 学修成果の小分類 尺度

学修成果の到達目標 修得する能力 評価方法／評価指標
レベル５

（Ｓ：100～90%）

レベル４

（Ａ：89～80%）

レベル３

（Ｂ：79～70%）

レベル２

（Ｃ：69～60%）


